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研究課題名「2次性リンパ浮腫患者における衣類選定の客観的基準の探索：多

周波電気インピーダンス解析パラメータの有用性」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2020年 1月 1日から 2025年 2月 28日の間に、名古屋医学医学部附

属病院でがん術後の片側性二次性四肢リンパ浮腫と診断され、弾性衣類として丸編みス

トッキング又は平編みストッキングによる圧迫療法を受けた 18歳以上の患者です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：圧迫療法前後において平編みまたは丸編みストッキングの選択プロセスを観察

し、圧迫療法前後の多周波数・多セグメント生体電気インピーダンス分析機器(BIA)によ

る主要なインピーダンスから得られる組織組成を客観的に評価します。それによって治療

選択(丸編み継続か平編み切り替え)の指標となる予測因子を同定し、丸編みストッキング

で悪化するリスク因子を同定することです。 

 

研究方法： 

 電子カルテデータよりがん術後 2 次性リンパ浮腫初診患者の治療歴から、圧迫療法とし

て丸編みあるいは平編みストッキングを使用した患者を対象とし、治療前後の BIA から得

られる指標を比較し、どの指標が弾性ストッキング選択の客観的指標として有用であるか

を探索的に検討します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ 2028 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：病歴、抗がん剤治療や放射線の治療歴、弾性ストッキングの種類、BIA で得られ

た指標、カルテ番号 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

 本研究では、取得した情報を共同研究機関に提供する予定です。提供にあたっては、特定

の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、本学の研究責任者が保管・管

理します。 

 

５．研究組織 



 

 

 

 【研究代表者】 

名古屋大学医学部附属病院 血管外科・病院講師・秋田直宏 

【研究分担者】 

名古屋大学大学院医学系研究科 血管外科学・教授 ・坂野比呂志 

名古屋大学大学院医学系研究科 血管外科学・講師 ・杉本昌之 

名古屋大学大学院医学系研究科 血管外科学・助教 ・池田脩太 

【共同研究者】 

京都大学大学院医学研究科 社会健康学専攻 医療統計学分野・助教・西田一貴 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

連絡先：名古屋市昭和区鶴舞町 65 臨床医学研究棟 1号館 3階 

TEL：052-744-2224  名古屋大学大学院医学系研究科 血管外科学 秋田直宏 

 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科 血管外科学 秋田直宏  

 

研究代表者：名古屋大学大学院医学系研究科 血管外科学 秋田直宏  

 

 

 

 


